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後期：アジアのキリスト教思想

Ａ．日本のキリスト教思想

１．植村正久 ２．海老名弾正 ３．内村鑑三 ４．内村鑑三と無教会

５．京都学派とキリスト教思想

Ｂ．研究発表

Ｃ．アジアのキリスト教思想

９．韓国キリスト教 10．民衆神学 11．中国キリスト教 12/18
12．キリスト教と土着化論 13．インドのキリスト教アシュラム 1/8
14．ピエリスの解放の神学 1/15 15．インドネシアのキリスト教 1/22

＜前回＞韓国キリスト教

（１）東アジア・キリスト教の多様性

６．東アジアのキリスト教の現状はきわめて多様である。しかし、これらの国々の中でも

とくに地理的に隣接し宗教的伝統においてもきわめて類似性の強い韓国と日本におけるキ

リスト教の状況の著しい相違は印象的である。中国・台湾はキリスト教の浸透に関して、

韓国と日本の中間的な状況にあると言えよう。

（２）日本と韓国のキリスト教の比較

1)日本のキリスト教と近代化
７．日本キリスト教の歴史と現状：「都市型宗教」という特徴。キリスト教が地中海世界

へ伝播するようになったかなりの初期段階からキリスト教が都市（とくにヘレニズム都市）

の知的環境に適合した宗教形態を発展させてきたこと、つまりキリスト教自体が都市型宗

教という性格を有していることを考慮しても、日本におけるキリスト教は著しく都市型で

ある。

８．都市型のキリスト教という特徴は、明治以降の近代化政策への積極的関与、つまり上

からの近代への同意を容易なものとした。

近代化政策への積極的関与＝日本の伝統文化との全面的対決の放棄（これは裏返して言

えば、伝統文化への徹底した関わり合いの放棄でもある）。

９．明治以降の近代化が天皇制あるいは民族主義という一見伝統的であることを装い、広

義の宗教（意味根拠）として機能したことを考えれば、キリスト教が日本の近代化への積

極的関与を通して日本の精神文化へ浸透することを試みる場合、それは天皇制イデオロギ

ーと明治期に強化された民族主義という競合相手との全面的対決を避けて通ることはでき

なかったが、現実に日本キリスト教がとった道は、明治政府の近代化政策を肯定し、日本

の伝統的な宗教性との対決を回避するものであった。この近代化をめぐる中途半端な姿勢

（近代化を否定するのでもなく、近代化の真の意味根拠として登場するのでもなく）が、

日本におけるキリスト教の現状を規定している。

2) 韓国のキリスト教と近代化
・「ハングルの宗教」 「ブフﾝフェ（復興会）の宗教」 「民族主義の宗教」

10．民族宗教としてのキリスト教

「キリスト教は朝鮮では民俗宗教のような特徴を持ち、民族の自由、独立の推進力となっ

た」（土肥、1980、317）。日本の植民地体制への抵抗運動に積極的に参与しそこで苦難を
共にすることによって、朝鮮民衆の教会に対する「共同体意識（民族共同体意識）」が生

み出され、民族の宗教として認知されるに至ったのである。

↓

こうした民族精神との密接な関わりは、第二次世界大戦後の民主化の過程で教会が大き

な役割を担ったことでさらに深められ、現在の韓国キリスト教の基盤となっている。

11．東アジアのキリスト教の抱える問題点：東アジアの伝統的宗教文化とキリスト教との
異質性。しかし、ある宗教が別の伝統を有する文化圏に根づきうるかという問いに対して

重要なことは、異質であるか同質であるかではなく、その宗教がその文化圏における新し
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い社会システムの形成に対してどんな寄与を行い得たかにある。

12．韓国教会における敬虔主義的傾向
家族共同体を基礎にし、聖書と祈祷を中心とした生活の確立という特徴は、一見すると

素朴な信仰形態に見えるかもしれないが、それは知的な側面に偏重した信仰よりもはるか

に持続性と波及性に富むものなのである。

13．「敬虔主義的な信仰は、意識的にしろ無意識にしろ、そのような逆境において自己を
維持するために取られた信仰形態であるという意味をもつ」(ibid.、163)。
日本キリスト教と対比される敬虔主義的傾向もまた、近代化が日本の植民地化という負

の状況下で行われざるを得なかったという韓国の歴史的運命と密接に関わっている。

（３）まとめ

14．日本のキリスト教と韓国のキリスト教とは、共に一九世紀の近代化という歴史的文脈
に規定され、天皇制ファシズムと日本の民族主義とによって苦しめられたという点で、同

質の経験を有している。しかし、日本の明治政府の近代化政策を肯定しつつもその意味根

拠とはなり得なかった日本のキリスト教と、日本の植民地政策に抗しつつ民族の精神性の

拠り所となり、近代化の意味根拠としての機能を果たし得た韓国のキリスト教との相違、

この近代化の運命へのコミットメントの相違が、現在の両国におけるキリスト教会の著し

い違いを生み出している。

15．民族主義との関わりという点で、日本と韓国のキリスト教は著しい対照をなしている
が、この相違を超えてさらに注目すべきことは、結局両国のキリスト教が民族主義と自ら

の関係性の理解を十分に深めていないという点である。それは、民族主義あるいは伝統的

文化との徹底的な対決の欠如となって現れている。

Ｃ．アジアのキリスト教思想

10．民衆神学
（１）民衆神学の意義

「一九七五年五月に私は初めて韓国に来て、ソウルの韓国神学校で安炳茂教授と知り合っ

た。私は都市産業伝道協議会（東京）のための「民衆の闘いおける希望」に関する講演を

準備していた」、「しかし、私たちがキリストの教会と民衆についてよく考えてみる気持

にさせられたのは、新約聖書学者安炳茂の「マルコによる福音書におけるイエスと貧しい

民」に関する、ハイデルベルク大学学位論文によってであった。」（モルトマン『神学的

思考の諸経験』新教出版社、308-309頁）

「先立つ「黄色人種の神学」のように、民衆の神学は文化的・土着的に形成された神学で

はなく、韓国において苦しんでいる民衆の文脈的神学であり、それゆえイエスによって祝

福された全世界の神の国の民にとって開かれている。人権と公民権のための闘いと結びつ

けられ、キリスト者たちを「教会の民」から「民衆の信仰共同体」にする限りにおいて、

民衆の神学は、韓国における最初の政治神学でもある。」（312）

（２）発端あるいは文脈

1884：朝鮮最初のプロテスタント教会設立（松川）、李樹延訳「ヨハネ福音書」「使徒行伝」
刊行（横浜）

1894：東学革命、日清戦争
1905：日韓協約（保護条約）で外交権喪失
1906：日韓総督府設置（伊藤博文）
1910：日韓併合、「100万人救霊運動」
1919：三・一独立運動
1935：神社参拝問題始まる
1937：日中戦争
1939：神社参拝強要
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1941：太平洋戦争
1945：日本降伏により解放
1948：大韓民国成立
1950：六・二五動乱（朝鮮戦争）
1961：朴正煕少将による五・一六クーデター
1965：日韓条約締結

1972：非常戒厳令宣布、維新憲法発布。

1973：金大中事件
1974：大統領緊急措置法宣布

1976：「民主救国宣言」を発表

1979：朴正煕大統領暗殺、維新体制の終わり。粛軍クーデター

1980：光州民主化運動
1987：大韓航空機爆破事件
1988：盧泰愚大統領、ソウルオリンピック

「軍事独裁政権」「このような韓国的な背景の下で台頭した神学が「民衆神学」である。

もちろんこれは、当時世界の神学界において流行していた政治的、社会的、経済的な差別

に抗議する「疎外された者の観点から見る神学」、すなわち「解放の神学」、「黒人の神学」、

「フェミニスト神学」などのパラダイムと軌を一にするものであり、相互に影響を与え合

ったことは明らかである。しかし、「民衆神学」は韓国的な状況という独自の背景を前提

にしなければ、想定し難い独自の目標と方式をもつ神学体系である。したがって「民衆神

学」は、時代状況から離れては、その神学理論と実践目標について議論することができな

いという徹底した状況神学なのである。」（徐正敏『韓国キリスト教史概論──その出会

いと葛藤』かんよう出版、2012年、93-94頁）

「民衆の神学は、一九七〇年代の韓国の民衆の自由を求める闘いの中で形を形成してきた

ことは事実である」(李仁夏・木田献一監修、キリスト教アジア資料センター編『民衆の

神学』教文館、1984年、1頁)、「しかし、その根は決して浅いところにない」、「韓国教会
の一〇〇年に及ぶ歴史を読めば読む程に、信仰理解は伝統的に保守的でありながら、宣教

の当初から日帝の植民地支配の抑圧からの解放の希求と闘いの歴史的文脈の中で福音のメ

ッセージを聞いてきたことがわかる。」(李仁夏、2)
「「民衆の神学」は韓国のキリスト者を中心とする民主化闘争から生まれてきた神学であ

る。そのことは、一九七六年三月一日に出された「民主救国宣言」の署名者たちが、同時

に「民衆の神学」の中心的指導者であることに端的に示されている。」(木田献一、2)

（３）韓国民衆史の中で

・「韓国における民衆と神学──アジア神学協議会についての伝記的報告」（徐洸善）

「徐南同はその「二つの物語の合流」についての論文において、現在の民衆の神学は、現

在に対して歴史のパラダイムを提供している、以前の歴史の続きなのだと論じている」

「（一九一九年の）三・一独立運動」「（一九六〇年の）四・一九（学生）革命」「今日の

韓国人が、自らの主体性をはっきりさせるとき、東学運動─独立運動─三・一運動─四・

一九革命という系譜を自分たちの民衆運動の系譜として述べること」(李仁夏・木田献一

監修、キリスト教アジア資料センター編『民衆の神学』教文館、1984年、30頁)
「彼が試みているのは、まず最初にその文学、感情、演劇等に現われている民衆の社会的

伝記を読み、そこから民衆の歴史の動態を描き出すことである。」(32)
「徐が観察しているように、「儒教の厳しい女性差別強要のもとでは、女性の存在は恨そ

のものである」」、「恨は韓国女性の伝記や物語、小説、詩、劇等に避けがたく現われてく

る、心理・社会的用語である」(33)
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「民衆の外国勢力によって束縛されてきたことを自覚しながら、しかも民族独立の感情を

押さえなければならない時に、恨の感情は心理的・政治的怒り、挫折感、憤りの次元へと

高まっていく。恨は個人的心理の次元と共に社会的・政治的次元における自覚である。」

(34)
「抑圧された民衆の集合的恨の堆積から産み出されうる積極的要素」(35)
「徐は彼の論文において、恨を描いている韓国の仮面劇について、生への目的を粘り強く

探求している民衆劇として言及している」(35-36)

「七〇年代の韓国の民衆史の事件の「現場」に帰って、そこに両足をしっかりと立ち、「民

衆神学とは何か」を熟考しなければならない。そうせずしては、七〇年代の韓国民衆史の

心臓部に根ざしたキリスト教神学の一株の青い木である「民衆神学」の生命性を、しっか

りと把握することはできない。」（朴聖焌『民衆神学の形成と展開──一九七〇年代を中

心に』新教出版社、1997年、6頁）
「民衆神学の根を探ってみると」「更に探ってみると遠くは五千年の民族文化の遺産に土

壌に根付いており、近くは一〇〇年余年の韓国のキリスト教の民族・民衆的伝統の血脈野

中に着実に根を下ろしていることがわかる。」(27)

（４）聖書の文脈で

・「「民衆を発見するまで」と『ガリラヤのイエス』で、安炳茂は、かれが西欧の学問的

神学を脱して、ついにテキストの背後の「イエスの民衆」を探しだすまでの長い道程を述

べている。その概略を記してみる」（106）
「《一生を通しての私の関心は、「神学」ではなく「歴史のイエス」だった。この言葉は、

イエスに執着するのはアカデミックな関心からではなく、イエスの生きざまをたずね求め、

そこに参与したいという目的からであったという意味だ。・・・編集史的研究で致命的な

ことは、福音書編者たちの「神学」は発見したが、「歴史のイエス」については、むしろ

一層遠ざかる結果に陥ったという事実だ。とにかく、西欧神学の領域で「イエス」を追求

していた私の努力の結果は「歴史のイエス」に対する「不可知論」に至るだけであった。

・・・朴正煕軍事独裁政権下で、多くの悲劇的事件が起きた。苦難に満ちた民衆の絶叫

は、教会と神学のゲットーの中に安住していた牧会者たちと神学者たちの耳にまで聞こ

えてきた。・・・われわれは、なんら神学的整理をなしえないままに、民衆の現場に引き

込まれていった。民衆との提携は、自動的に苦難をともなった。苦難の現場でわれわれ

の「問い」が変わり、その位置から思いがけず、福音書に描かれた「受難のイエス」に

出会うことになった。・・・ガリラヤのイエスと民衆は、互いに区別されない「イエス民

衆」として一つであって、イエス民衆と韓国民衆が互いに血が通う関係となる体験をし

た。われわれはついに「歴史のイエス」と、われわれの現場で出会ったのだ！》」(106-

108）

「神学の「問い」が変わる。これは「民衆の目で」見るというのと同じである。すなわ

ち、視座が変わるのである。その問いが聖書の中に解答を求め、聖書の「民衆」（オクロ

ス）を発見するようになり、そのオクロスの現実と今日の民衆の現実が共鳴を起こし、

伝統的な答えとはまったく異なる「答え」を得るようになった。この場合、「問い」は民

衆の問いであり、「答え」も民衆の答えである。」（108）

・「問いと答え」の思考構造、神学思想の解釈学的構造。

「福音書のなかでイエスは、ただ「イエス民衆」としてのみ存在する。だから「イエス

民衆」はイエスの別の名前だ。ここで、西洋神学の「イエス」と「民衆」という「主客

図式」は立場を失う。」(107)

「「徐南同教授が『罪とは支配者の言語であり、民衆にあってはそれがハンだ』と言った

が、これは実に鋭い認識だと思います」。徐南同は次に、われわれすべてを解放する「メ
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シア」は苦難を受けている民衆のうめきの声、すなわち「ハンの声」に乗って来られる、

と言う。われわれの時代の苦難を受けている隣人、特にわれわれが「構造的悪」とヨブも

ののために苦しみを受けている隣人の絶叫においてキリストに出会うことができないとす

れば、われわれは他のどこにおいてもキリストに出会うことはできない、と徐南同は断言

する。彼はこれを指して「苦難を受ける民衆のメシア性」または「ハンの贖罪的性格」と

言う。」(212-213)

（５）二つの物語の合流

「「二つの物語（聖書および教会史の民衆伝統と韓国歴史の民衆伝統）は合流した。民衆

神学者たち、とくに徐南同と安炳茂の信仰と人格の中から激烈で劇的な「合流」が起こっ

た。」(111)
「キリスト教の民衆伝統と韓国の民衆伝統との合流」、「韓国の民衆神学の課題は、基督

教の民衆伝統と韓国の民衆伝統が、現在韓国教会の＜神の宣教＞活動において合流してい

ることを証言することである。現在目の前に展開している事実と出来事を、＜神の歴史介

入＞、聖霊の歴史、出エジプトの出来事とであると知ってそれに参与し、それを神学的に

解釈する仕事である」(李仁夏・木田献一監修、キリスト教アジア資料センター編『民衆

の神学』教文館、1984年、307頁)
「金芝河の民衆神学」「『張日譚』の構想メモ」(308)
「韓国で二つの物語が合流した一つの模範的事例として金芝河の「張一譚」の物語を取り

上げている徐南同は、その神学的意味をこのように述べている。「張一譚」の会報の福音

は神学の土着化を決定的な課題とする。金芝河はイエスの物語である福音書と民衆の恨の

物語であるパンソリを結合しようとするものである。そうして韓国的、民衆的神学を形成

してみようとする。パンソリの辞説である「張一譚」の物語は、イエスの話の記録である

「ヨハネ福音書」の進行と似ている。」(250)
「《メシが天であります

天を独りで支えられないように

メシは互いに分かちくらうもの

メシが天であります

空の星をともにみるように

メシはみんなが分かちくらうもの

メシが口にはいるとき

天がわが身に迎え奉り

メシがてんであります

ああ、メシは

みんなが分かちくらうもの》」(248)

合流は融合か？

（６）民衆の神学と日韓の交流

日本の聖書学研究の分野では、民衆の神学との交流が見られる。

・木田献一

・荒井献『イエスとその時代』岩波新書、1974年。

「あとがき」「地下にある韓国のキリスト者学生諸氏から私のもとに送られてきたメッ

セージ」

・大貫隆「マルコの民衆神学──安炳茂氏との対話」（富坂キリスト教センター編『民衆

が時代を拓く 民衆神学をめぐる日韓の対話』新教出版社、143-211頁）

↓

マルコとパウロ、民衆伝承とケリュグマという論点
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（７）民衆神学のその後、民衆神学は終わったのか

・状況的文脈的神学は、その状況の変化によって、本質的な壁に直面する。90 年代以降
の韓国社会のどこに民衆が存在するか。

しかし、状況的神学が「神学」として存立するには、それが状況に還元されない超越的

意味の次元を具体化することが必要だったのではなかったのか。実は、民衆は新しい文脈

のどこにでも存在する。神学は新たな合流を求めている。

・解放と土着化とは、一つのプロセスの二つの契機ではなかったか。

↓

普遍と特殊の関連性を問い直す作業が必要である。
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